
＜NT61□G→NS8 置き換えガイド＞ 

置き換え対象機種 リニューアル推奨機種 

注）通信方式が SYSMAC BUS/2 の場合、ＮＳ８への置き換えはできません。 

＜置き換えに際しての注意点＞ 

◆ 電源電圧がＡＣ１００ＶからＤＣ２４Ｖに変更になりますのでご注意願います。 

◆ＮＴ６１□ＧとＮＳ８ではパネルカット寸法が異なります。 

別売りのアタッチメント形ＮＳ８－ＡＴＴ０２（Ｐ１９参照）を使用することで既存のＮＴ６１ 

□ＧパネルカットにＮＳ８を設置できます。 

◆ＮＴ６１□Ｇ（６４０×４００ドット）とＮＳ８（６４０×４８０ドット）では表示解像度の違 

いにより、コンバートソフトによる画面変換ではＮＳ８変換時に画面の下側８０ドット分が黒く 

変換されます。 

形式 通信方式 

上位リンク 

（RS232C） ＜ TFT ｶ ﾗ ｰ 液 晶 ＞ 
NS8TV00(B)V2 ＮＴリンク(１：Ｎ) 

（RS232C） 

形式 通信方式 

上位リンク 

（RS232C） 

ＮＴリンク(１：１) 
（RS232C） NT61□GDT211(B) 

C200H Ｉ／Ｆ 
(ﾀﾞｲﾚｸﾄｱｸｾｽ) 

形式 通信方式 

三菱 A 計算機リンク 

（RS232C） ＜ＥＬ＞ 
NT61□GDT211(B) 三菱 A 計算機リンク 

（RS422A） 

形式 通信方式 

三菱 A 計算機リンク 

（RS232C） ＜ TFT ｶ ﾗ ｰ 液 晶 ＞ 
NS8TV00(B)V2 三菱 A 計算機リンク 

（RS422A） 

ＮＴ６１□Ｇ→ＮＳ８置き換えガイド 

あ い 

NT61□G 

640 

400 

あ い 

NS8 
480 

８０ドット分は黒くなってしまう 

640 
ＮＴ６１□Ｇ NS８変換後の画面 

注意 

当資料にてＮＴ６１□ＧをＮＳ８に置き換えるには、以下の条件が必要です。 

１．ＮＳ８本体のシステムバージョンが Ver７以上であること 

２．NT31C_631C 置き換え支援ツールが Ver4.10 以上であること
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◆ＮＳ８に変換後、各画面をグループ化し画面右下をつまんで８０ドット分を引っ張れば、ＮＳ８ 

の画面全体表示が可能になります。 

但し、タッチスイッチ／ランプのフォントの大きさを除き各部品は縦に４８０／４００＝１．２ 

倍の大きさになります。 

詳細はＰ１２の「１－３－１) 」を参照して下さい。 

◆ＮＴ６１□Ｇの C200H I/F 通信方式で「ダイレクトアクセス」の場合は、NS8 の上位リンクある 

いは NT リンクに置き換えられます。上位リンク／ＮＴリンクへの置き換えにあたっては，既設 
PLC 側の RS232C ポートが必要になります。 

詳細は P１８の「１－３－２)：Ｃ２００Ｈ Ｉ／Ｆ置き換え時の注意点」を参照ください。 

◆画面データが「コマンド方式」の場合は、タッチスイッチ／ランプが番号方式ですので、ＮＳ８ 

に変換後各部品のアドレスが未設定で変換されます。 

また、「コマンド方式」の場合、ＰＬＣラダー側でＮＴ６１□Ｇの動作を制御していますのでＮ 

Ｓ８に変換の際はＰＬＣラダーの修正が必要になります。 

「コマンド方式」の制御方法については、「ＮＴシリーズ 上位リンク・Ｃ２００ＨＩ／Ｆイユ 

ニット ユーザーズマニュアル データメモリ機能編」（ＳＢＰＡ－５６５□）を参照してくだ 

さい。 

◆通信方式が SYSMAC BUS/2 の場合、ＮＳ８への置き換えはできません。 

ＰＬＣの通信方式をＮＴリンクに変更する等の検討をお願いします。 

画面データはＣ２００ＨＩ／Ｆと同様にＮＳ８への変換は可能です。 

◆通信方式がＲＳ－２３２Ｃの場合は、ＮＳ８のメモリリンクへの置き換えが可能ですがコマンド 

が大きく異なりますので、上位側プログラム変更が必要になります 

コマンドに関しては下記マニュアルを参照願います。 

ＮＴ６１□Ｇ：「NT ｼﾘｰｽﾞ RS232C/422 I/F ﾕﾆｯﾄ ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ」(SBPA556□) 
ＮＳ８ ：「NS ｼﾘｰｽﾞﾎｽﾄ接続ﾏﾆｭｱﾙ」(SBSA518□) 

３．ＮＳ８画面データの修正 

Ｎ６１□Ｇ－ＤＴ２１１（Ｂ）（EL）の画面データをＮＳ８に変換する場合、ＮＳ８ 

の画面をＥＬ画面と同じ「橙と黒」に変換することができます。 

詳細はＰ１０の「３．ＮＳ変換画面をＥＬ色（橙と黒）で変換したい場合」を参照く 

ださい。
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１－１：ＮＴ６１□ＧとＮＳ８の主な仕様について 

置き換え機種：ＮＴ６１□Ｇ－ＤＴ２１１（Ｂ） 

ＮＴ６１□ＧDT211(B)と NS8TV00(B)V2 の主な仕様は以下のとおりです。 

NT61□G-DT211(B)と NS8-TV00(B)-V2 に関しては以下の違いがありますのでご注意ください。 

１）外形寸法について 

外形寸法はＮＳ８の方が小さくなります。 

（Ｗ：９３ｍｍ小さい Ｈ：２１ｍｍ小さい Ｄ：４９．５ｍｍ小さい） 

２）パネルカット寸法について 

ＮＳ８のパネルカットはＮＴ６１□Ｇより小さくなります。ＮＳ８置き換えかえの際は、別売り 

のアタッチメント形ＮＳ８－ＡＴＴ０２（Ｐ２６参照）を制御盤に取り付けることで既存のＮＴ 

６１□ＧパネルカットにＮＳ８を設置できます。 

３）表示部の見栄えについて 

ＮＴ６１□ＧとＮＳ８では表示デバイスも表示ドット数も違いますので見栄えが大きくかわりま 

す。 

４）電源について 

電源電圧がＡＣ１００ＶからＤＣ２４Ｖに変更になります。別途ＤＣ２４Ｖ（２５Ｗ以下）電源 

をご用意願います。 

５）盤内配線について 

電源端子台や２３２Ｃコネクタの配置が異なっていますので、ご注意願います。 

項目 NT61□G-DT211(B) NS8-TV00(B)-V2 

外形寸法（W、H、D） 325×198×98mm 232×177×48.5mm 
推奨パネルカット寸法（横×縦） 314×186.5mm 220.5×165.5mm 
表示デバイス EL カラーＴＦＴ液晶 

有効表示エリア（横×縦） 
192×120mm 
（８．９インチ） 

170.9×128.2mm 
（８．４インチ） 

表示ドット数（横×縦） ６４０×４００ﾄﾞｯﾄ ６４０×４８０ﾄﾞｯﾄ 

視野角 - 
上５０°　下６０° 

左右：±６５° 
定格電源電圧 AC100V DC24V 
消費電力 40VA以下 ２５Ｗ以下 
使用周囲温度 ０～５０℃ ０～５０℃
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１－２：ＮＴ６１□Ｇの画面データコンバートについて 
NT61□G の画面データはダイレクトに NS10 に画面コンバートできます。 

ＮＴ６１□Ｇ（ﾀﾞｲﾚｸﾄ Ver４）→ＮＳ１０ 

但し、NT61□G 画面データのﾀﾞｲﾚｸﾄ Ver をＶｅｒ４にコバートする必要があります。 

詳細はＰ５の「１－３－１）：画面の置き換えについて」を参照願います。 

１－３：ＮＳ８へのリプレースの手順 
ＮＳ８へのリプレースは以下の手順に従って置き換えて下さい。 

ＮＳ８にリニューアルするまでの手順 

３．NS8 の設置 １．画面 

操作盤パネルから現機種取り外し 
ＮＴ６１□Ｇの画面データを吸い 

上げ 

NS8 を 

操作盤パネルへの取り付け 

ＮＴ６１□Ｇと NS8 ではパネル 

カット寸法が違いますのでアタッ 

チメント（形 NS8ATT02）をご 

使用願います。 

電源などの接続 

ホストの設定 

ホストとの接続 

設定の確認と通信チェック 

画面データの転送 

運転開始 

２．ホスト側 

ＰＬＣラダープログラム変更 

ＮＳ８画面データの修正 

ホスト側プログラムの作成 

NT61□G 画面データをﾀﾞｲﾚｸﾄ 
Ver４にコンバートする 

画面データを NS10→NS8 に変換
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１－３－１）：画面の置換えについて 

画面の置き換えに際しては以下のサポートツールが必要ですのでご用意願います。 

■必要なツール 

・NT シリーズサポートツール Ver4 for Windows 
形 NTZJCMX1V4 

・パソコン接続ケーブル 
RS232C 接続ケーブル 形 XW2ZS002 
USB シリアル変換ケーブル 形 CS1WCIF31 

ＮＴ６１□Ｇの画面データには、画面データのダイレクトアクセスバージョンとして「ダイレクト： 

ナシ Ｖｅｒ１」と「ダイレクト：オムロン Ｖｅｒ１～Ｖｅｒ４」の大きく２種類があります。 

「ダイレクト：ナシ Ｖｅｒ１」の場合は、画面データに直接ＰＬＣアドレスが割りついていません 

ので、最終的にＮＳ８に変換後、各部品にアドレスを入力する必要があります。 

ＮＴ６１□Ｇから NT 統合ツール形 NTZA3DVV2（DOS/V 版）にて以下の手順で画面データを吸い 

上げてください。 

◆ＮＴ統合ツール（ＤＯＳ版ツール）にて画面データを吸い上げる 
DOS 版の NT 統合ツール(形 NTZA3DVV2)を使用します。画面データを吸い上げ、その後「ダイ 

レクトアクセス:オムロン Ｖｅｒ４」に変換し、ＮＴＳＴツールにてインポートします。 

１．ＮＴ６１□Ｇとパソコンを接続します。 

２．ＮT 統合ツール（形 NTZA3DVV2）を起動しします。 

パソコンの電源をＯＮして DOS を起動します。 

「CD¥NT 」でカレントディレクトリを NT 統合ツールのディレクトリにします。 

下線部（¥NT）には、NT 統合ツールをインストールしたディレクトリ名をを指定してくだ 

さい 

「NT 」と入力してください。 

３．ＮＴ６１□Ｇを転送モードにします。 

ＮＴ６１□Ｇの画面の 4 隅のうち任意の 2 点を同時に押してシステムメニューに入り、[転 

送モード]を選択します。 

４．NT 統合ツールの「ファイル一覧」を表示します。 

５．画面のファンクションキーのメニューの中の[受信]（ ）を押すと、 

受信動作が開始されます。 

■ 必要なツール 

・NT 統合ツール 

形 NTZA3DVV2（DOS/V 版） 

・NT シリーズサポートツール Ver4 for Windows 

形 NT-ZJCMX1-V4 

・NS 用作画ツール CX-Designer（Ver2.1 以上） 

形 NS-CXDC1-V1 

・パソコン接続ケーブル 

RS-232C 接続ケーブル 形 XW2Z-S002 

USB シリアル変換ケーブル 形 CS1W-CIF31 

１．ＮＴ６１□Ｇ画面データの吸い上げ→ダイレクト Ver４にコンバート 

F7
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受信が終わると、「データ受信終了」のガイドメッセージが表示されます。 

何かキーを押して、「ファイル選択画面」に戻ります。 

◆ダイレクトアクセスバージョンをＶｅｒ４にコンバートする 
NT61□G のデータは以下の経路で NS10 に変換します。 

NT61□G（ﾀﾞｲﾚｸﾄ Ver□）→NT61□G（ﾀﾞｲﾚｸﾄ Ver４）→NS10 

NT61□G を NS10 に変換するには、ＤＯＳ版ツールで NT61□G 画面のダイレクトアクセス 

ＶｅｒをＶｅｒ４に変換する必要があります 

以下の方法でＮＴ６１□Ｇ画面データのダイレクトアクセスバージョンをＶｅｒ４に変換してく 

ださい。 

①ＮＴサポートツールの起動 

②ツール設定 

ガイドメッセージ 

受信データファイルと 

タイトルを入力してください 

ファイル名 
[     ] 
タイトル 
[                  ] 

受信データを格納するフ 

ァイル名を入力し、 

を押してください 

１）NT サポートツールを起動し､画面作成 

を実行します。 

２）ファイルセーブされているディレクトリ 

を指定していない場合、 ツール設定へ 

移行し､デ－タディレクトリを指定しま 

す。 

３）”データディレクトリ”を画面データ 

保存先のディレクトリを指定します。 

指定後、[実行]にて設定を保存します。 
*①の画面へ戻り､画面作成を実行し③へ 

移行します。
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③ＮＴ６１□Ｇ画面の指定 

上記は「ダイレクト：オムロン Ｖｅｒ１」の場合を示しています。 

「ダイレクト：オムロン Ｖｅｒ□」の場合は④にてダイレクトアクセスを「Ｖｅｒ□＋１」を 

選択してください。 

④ダイレクトアクセス Ｖｅｒ２を選択 

⑤ダイレクトアクセス Ｖｅｒの変換 

４）ファイル一覧にて､ファイル変換(ｺﾝﾊﾞｰﾄ)対象の 

ファイルが表示されてることを確認します。 
*ﾌｧｲﾙが表示されない場合､②にてﾃﾞｰﾀﾃﾞｨﾚ 

ｸﾄﾘを確認ください 

５）ファイルにカーソル配置すると､”ガイドメッ 

セージ”にファイル情報が表示されます。 

６）「F4」 にてツ－ル設定に移行します。 

７）「F１」（形式選択）を実行し 
[NT610G/NT612G] NT610GSMR*V1 ｵﾑﾛﾝ Ver2 
を選択→ [実行]し、ファイル一覧へ戻ります。 

８）赤反転しているファイル名にカーソルを置 

きリターン実行します。 

９）ガイドメッセージに､コンバート(機種変換) 
後のファイル名､タイトル指定項目が表示さ 

れます。ファイル名､タイトルを入力後エン 

タ－実行します。 
*NT610G のﾀﾞｲﾚｸﾄｱｸｾｽ Ver1→Ver2 へ変換し 

ます。 
*変換前画面が「ﾀﾞｲﾚｸﾄ：なし」の場合は、この 

時点で機能部品のｱﾄﾞﾚｽは全てｸﾘｱされますの 

でご注意願います。 

（ダイレクト：オムロンの場合はそのままアド 

レスが変換されます） 

。
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⑥ダイレクトＶｅｒ４に変換 

１０）上記③～⑤と同操作にて、 

ダイレクトアクセスVer3→Ver4へ変換しま 

す。 

１１）サポートツールを終了します。 

上記変換にてＮＴ６１□Ｇ画面データ（ＤＯＳ版）がＮＴ６１□ＧのダイレクトＶｅｒ４ 

（ＤＯＳ版）に変換されました。



NT61□G→NS8 置き換えガイド 9 

Ｐ８の「⑥ダイレクトＶｅｒ４に変換」にてＮＴ６１□Ｇダイレクト Ver4 に変換した画面データ 

を以下の要領でＮＳ１０に変換します。 

（ＮＳ１０に変換した後、ＮＳ１０→ＮＳ８に画面変換します。） 

１．ＮＴ３１Ｃ＿ＮＴ６３１Ｃ変換支援ツールの起動 

「ＮＴ３１Ｃ＿ＮＴ６３１Ｃ変換支援ツール」を次の手順で起動します。 

・[CXOne をインストールした場合] 
「スタートメニュー」 → 「全てのプログラム」 → 「Omron」 → 「CXOne」 → 「CXDesigner」 

→「NT31C_631C 変換支援ツール」 

・[CXDesigner 単体をインストールした場合] 
「スタートメニュー」→「全てのプログラム」→「Omron」→「CXDesigner」→ 

「NT31C_631C 変換支援ツール」 

２．ＮＴ６１□Ｇ→ＮＳ１０画面コンバート 

①「ファイル」→「変換元ファイルを開く」で、Ｐ８にて NT61□Gダイレクト Ver４に変換し 

たファイル（**.G6S）を選択する。 

②「ファイル」→「変換後ファイルの保存先」にてファイルの保存先とファイル名を指定す 

る。 

③「変換」→「変換実行」にて変換を開始する。 

２．ＮＴ６１□Ｇ画面データをＮＳ１０→NＳ８に変換 

NT61□G ダイレクト Ver４画面デー 

タ（ＤＯＳ版）を直接ＮＳ１０画面デ 

ータに変換するには、 Ver4.10 以降の 

「NT31C/631C 変換支援ツール」が 

必要です。 

バージョンは｢ヘルプ｣→ 「バージョン 

情報」にて確認できます。 

Ver4.10 以降の「NT31C/631C 変換 

支援ツール」は CXDesignerVer2.1 
以降をインストールすると自動的に 

インストールされます。
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④「ＮＴ３１Ｃ＿ＮＴ６３１Ｃ変換支援ツール」を終了します 

変換完了後、「×」ボタンを押します。 

３．ＮＳ変換画面をＥＬ色（橙と黒）で変換したい場合 

ＮＴ６１□ＧがＥＬのため、ＮＳ８に置き換え時表示色をＥＬ表示（橙と黒）で変換した 

い場合は、「ＮＴ３１Ｃ＿ＮＴ６３１Ｃ変換支援ツール」の「設定画面」で 

「ＮＴ３１Ｃ＿ＮＴ６３１Ｃ変換支援ツー 

ル」の設定画面は「変換」→「設定」で開 

きます。 

NT631 変換方法：白色を橙色で変換する」 

にチェックを入れてください。 

左記例は、変換元ファイル＝ 

C:\tmp\NT610GV4.G6S を変換先フ 

ォルダー＝C:\tmpにSample.ippと 

して変換しています
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４．「ＣＸ－Ｄｅｓｉｇｎｅｒ」を起動 

「ＣＸ－Ｄｅｓｉｇｎｅｒ」を起動します。 

・[CXOne をインストールした場合] 
「スタートメニュー」 → 「全てのプログラム」 → 「Omron」 → 「CXOne」 → 「CXDesigner」 

・[CXDesigner 単体をインストールした場合] 
「スタートメニュー」→「全てのプログラム」→「Omron」→「CXDesigner」 

５． ＮＳ１０→ＮＳ８画面コンバート 

ＮＳ１０画面を「ＣＸ－Ｄｅｓｉｇｎｅｒ」にてＮＳ８に変換します。 

①ＮＳ１０画面のプロジェクトを開きます。 

[ファイル]→[プロジェクトを開く]にてＰ９の「２．ＮＴ６１□Ｇ→ＮＳ１０画面コ 

ンバート」で変換先に指定したフォルダのファイル（ここでは、Sample.ipp）を指定 

し、[開く]を押します。 

②ＮＳ１０→ＮＳ８に機種変更します。 

[ツール]→[コンバート]→[機種]にて[NS8TV0□V2]を選択します。 

変更先のファイル名（ここでは、Sample8.ipp）を指定し,「保存」を押します。
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１） ＮＳ８変換後の画面データについて 

２）画面データの拡大方法 

①画面上に＜図形＞→＜矩形＞にて矩形図形を置き、プロパティにてサイズと位置を以下と 

し、「適用」または「ＯＫ」を押下すします。 

②「適用」または「ＯＫ」押下により画面は以下の様に矩形図形により画面が覆われます。 

３．ＮＳ８画面データの修正 

ＮＳ８に変換後の画面データは画面下８０ド 

ットは黒のまま変換されます。 

サイズ 

幅：６４０ドット 

高さ：４００ドット 

画面／フレーム左上からの位置 

Ｘ座標：０ 

Ｙ座標：０ 

以下のｼｮｳｰﾄｶｯﾄｷｰ操作を行い、画面データと矩形図形を 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ化します。 
Ctrl+A（全て選択） Ctrl+G（ｸﾞﾙｰﾌﾟ化） 

変換画面と矩形図形が 

選択されます。 
変換画面と矩形図形が 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ化されました。。 

注意！ 
全画面をＮＳ８の６４０×４８０に拡大するには、 

下記操作を全画面に対し実施する必要があります。 

ＮＳ８へ変換後の画面データは、変換元画面デー 

タがＮＴ６１□Ｇ（６４０×４００ドット）のた 

め画面した８０ドットが黒（背景色）のまま変換 

されます 

以下の手順で画面データを縦に１．２倍に拡大することで 

ＮＳ８の６４０×４８０ドットに拡大が可能です。
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③ｸﾞﾙｰﾌﾟ化された画面データと図形を引っ張ります 

④画面データと矩形図形のグループ化の解除

Ctrl+U（ｸﾞﾙｰﾌﾟ化解除）実行 

⑤矩形図形のみを選択します。 

⑥矩形図形を削除します。 

グループ化された部品の中央下部にカーソルを当て左ク 

リックにて部品をつまみ下側に引っ張って下さい。 

画面下側に現在のカーソル位置が表示さ 

れますのでＹ座標が４８０（画面の黒い 

部分まで）になるまで部品を引っ張って 

下さい。 

Ctrl+U（ｸﾞﾙｰﾌﾟ化解除）ｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰにより、画面データ 

と矩形図形のグループ化をはずします。 

部品の何も無い所をクリックし、 矩形図形を選択します。 

矩形図形のみが選択されま 

した。 

矩形図形が選択された状態でＤＥＬキー（または右クリ 

ックで削除）を押下し、矩形図形を削除します。 

するとＮＳ８の全画面にＮＴ６１□Ｇ画面が拡大されます。
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ＮＴ６１□Ｇ画面データがＮＳ８画面データに変換されましたが、ＮＴ６１□ＧとＮＳ８では互 

換性がない箇所がありますので、変換後のＮＳ８の画面データの修正が必要になります。 

修正箇所に関しては、付録「ＮＴ→ＮＳ画面変換後の注意点」を参照願います。 

ＣＸ－Ｄｅｓｉｇｎｅｒにて上記の修正画面を NS8 に転送します。 

①転送方法を選択します。 

[ＰＴ]－[転送]－[転送設定]にて通信方式（USB、Serial 等）を選択します。 

②画面データを転送します。 

[ＰＴ]－[転送]－[転送[パソコン→ＰＴ]]を選択します。 

５．画面データの転送 

４．ＮＳ８変換画面の修正
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１－３－２）：ホスト側プログラムの変更について 

ＰＴにはＰＬＣ－ＰＴ間で情報をやり取りするエリアがあります。この情報をやり取りするエ 

リアを、ＮＴシリーズでは「ＰＴ状態制御エリア／ＰＴ状態通知エリア」、ＮＳシリーズでは、 

「システムメモリ」と呼びます。 

ＮＴシリーズの「ＰＴ状態制御エリア／ＰＴ状態通知エリア」とＮＳシリーズの「システムメ 

モリ」では、メモリ構成に違いがありますが「ＮＴ３１Ｃ＿６３１Ｃ変換支援ツール」Ｖｅｒ 

４．１０を使用しますと、変換後のＮＳシステムメモリがＮＴ６１□Ｇの「ＰＴ状態制御／通 

知エリア」と互換性のある形（ＮＴ３０／６２０シリーズ互換モード）で変換されます。 

◆ＮＴ３０／６２０互換モードについて 

「ＮＴ３１Ｃ＿６３１Ｃ変換支援ツール」Ｖｅｒ４．１０以降を使用しますと、ＮＴ６１□Ｇ 

→ＮＳ１０変換時に「ＮＴ３０／６２０シリーズ互換モード」で変換されます。 

１．ＰＴ状態制御／通知エリアについて 

「システム設定」を表示するには、 

プロジェクトワークスペースの 

「システム」タブを選択してくだ 

さい。
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◆ 「ＮＴ３０／６２０互換モード」のシステムメモリについて 

「ＮＴ３０／６２０互換モード」ではシステムメモリが以下のように変換されます。 

「ＮＴ３０／６２０互換モード」を使用しても以下の 印部は対応する機能がＮＳにありま 

せんのでご了承願います。 

ＰＴ状態制御エリア 

PLC のＣＨ ＮＴ６１□Ｇの割付 ＮＳのシステムメモリ 

ｎ 画面番号：画面切替指定 

（ＢＣＤ４桁） 

＄ＳＷ０ 

ｎ+1 コピー元メモリテーブル番号 

（ＢＣＤ３桁） 

機能なし 

ｎ+2 コピー先メモリテーブル番号 

（ＢＣＤ３桁） 

機能なし 

ｎ+3 PT 状態制御ビット ＄ＳＢ＊ 

次ページの「ＰＴ状態制御ビット」 

を参照して下さい。 

状態制御エリア 状態通知エリア
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ＰＴ状態制御ビット 

ＰＴ状態通知エリア 

PＴステータス通知ビット 

ビット ＮＴ６１□Ｇの状態制御ビット NS のシステムメモリ 

１５ 画面表示 する／しない 機能なし 

１４ アラーム出力 ＯＮ／ＯＦＦ 機能なし 

１３ 連続ブザー 鳴らす／止める ＄ＳＢ１２ 

１２ 断続ブザー（短音） 鳴らす／止める ＄ＳＢ１３ 

１１ 表示履歴初期化 する／しない 機能なし 

１０ 未使用：常に０ － 

９ 断続ブザー（長音） 鳴らす／止める ＄ＳＢ１４ 

８ 未使用：常に０ － 

７ 画面印刷 する／しない ＄ＳＢ２５ 

６ ウィンドウオープン 禁止／許可 機能なし 

５ 数値・文字入力 禁止／許可 ＄ＳＢ１９ 

４ 未使用：常に０ － 

３ 未使用：常に０ － 

２ 未使用：常に０ － 

１ 未使用：常に０ － 

０ 未使用：常に０ － 

PLC のＣＨ ＮＴ６１□Ｇの割付 ＮＳのシステムメモリ 

m 画面番号（ＢＣＤ４桁） ＄ＳＷ０ 

m+1 数値メモリテーブル番号 

（ＢＣＤ３桁） 

機能なし 

m+2 PT ステータス通知ビット $SB* 

下記「ＰＴステータス通知ビット」 

を参照して下さい。 

ビット ＮＴ６１□ＧのＰＴステータス通知ビット NS のシステムメモリ 

１５ ＰＴ稼動状況 運転中／停止中 ＄ＳＢ１ 

１４ 未使用：常に０ － 

１３ バッテリ 低下／正常 ＄ＳＢ４ 

１２ 画面切替ストローブ 切替あり／なし ＄ＳＢ２ 

１１ 数値入力ストローブ 入力あり／なし 機能なし 

１０ 数値入力ストローブ 入力あり／なし 機能なし 

９ 未使用：常に０ － 

８ 未使用：常に０ － 

７ プリンタ稼動状態 印刷中／停止中 ＄ＳＷ３０ 

６ 未使用：常に０ － 

５ 未使用：常に０ － 

４ 未使用：常に０ － 

３ 未使用：常に０ － 

２ 未使用：常に０ ― 

１ 未使用：常に０ ― 

０ 未使用：常に０ ―
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１－３－２)：Ｃ２００Ｈ Ｉ／Ｆ置き換え時の注意点 

ＮＴ６１□Ｇの C200H I/F 通信→NS8 の上位リンクあるいは NT リンクに置き換えは， 

Ｃ２００ＨのＣＰＵユニットの RS232C ポートを使用します。 

◆Ｃ２００ＨのＣＰＵ装置に RS232C ポートが使用できる（空いている）場合はその,ポート 

に接続します。 

◆Ｃ２００ＨのＣＰＵ装置の RS232C ポートが使用できない場合は，PLC のＣＰＵ装置に上位リ 

ンクユニットあるいはコミュニケーションボードを新たに装着する必要があります。。 

◆ＰＬＣ側がＣ２０Ｈシリーズの場合も同様に，ＣＰＵ装置の RS-232C ポートに接続します。 

Ｃ２０Ｈシリーズで RS232C ポートが使用済みの場合は，通信ユニットが増設できませんので 

ＮＳ８への置き換えはできません。 

◆ＮＳ８の上位リンク／ＮＴリンクの通信ケーブル配線 

PLC 本体側の 
RS232C ポート 

に接続します． 

ＮＳ８の 
RS232C ポート 

に接続します．
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１－３－３） ：ＮＳ８の設置について 

ＮＳ８を制御盤に取り付け、ＰＬＣと接続します。 

ＮＳ８はＮＴ６１□Ｇと比べサイズが小さく、パネルカット寸法も小さくなっています。 

ＮＴ６１□Ｇを取り付いていた制御盤にＮＳ８を取り付ける場合は、下記のアタッチメントを制御 

盤に取り付けた後、ＮＳ８を取り付けて下さい。 

ＮＴ６１□Ｇ→ＮＳ８用アタッチメント：形ＮＳ８－ＡＴＴ０２ 

◆パネルカット寸法の違いとアタッチメント 

アタッチメントを制御盤に取り付けた後、ＮＳ８を取り付けます。 

取り付けはＮＳ８付属の専用取り付け金具を使用します。 

ＮＴ６１□ＧとＮＳ８は電源電圧が異なります。 

ＮＴ６１□Ｇの電源電圧はＡＣ１００Ｖですが、ＮＳ８はＤＣ２４Ｖです。 

ＮＴ６１□Ｇの電源をそのままＮＳ８に配線しないで下さい。 

必ず、ＡＣ１００Ｖ→ＤＣ２４Ｖに変換する電源を別途ご用意願います。 

１．アタッチメント（NS8－ATT02）の取り付け 

●NT61□G推奨パネルカット寸法 ●NＳ8 推奨パネルカット寸法 ＋公差 

－公差 

２．ＮＳ８の操作盤への取り付け 

３．電源などの接続 

＋0.5 
０ 

＋1.0 
０ 

●NS８取り付け用アタッチメント 

形 NS8ATT02 

314 

186.5 

220.5 

165.5 ＋0.5 
０ 

＋1.0 
０
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ＰＬＣとの通信方式等の通信設定をＮＳ本体のシステムメニューで設定します。 

補足：通信設定やシステム設定は、CX-Designer のプロジェクトワークスペースの 

「通信設定」、「システム設定」で設定することができます。 

４．ＮＳ８の通信設定 

システム設定 

・ NＳ本体のタッチパネルの４隅のうち任意の 2 個を同時に押し 

「システムメニュー」に入ります。 

・「システムメニュー」の画面の「通信設定」タブを押します。 

・ 通信方式や通信条件を設定します。 

・ 通信以外にもＰＴ動作にかかわる各種設定を行います。 

設定内容の詳細については「ＮＳシリーズセットアップマニュアル 

(SBSA-5１7)の６章「システムメニューの操作」を参照ください。


